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大人のままごと

宇部市　中野　朋子

　本屋で見つけた小説「ひなた弁当」（山本甲士著・
小学館文庫）を読んだ。人員削減によるリストラ
を受けた中年サラリーマンが、公園でドングリを
拾っている親子を見かけたことをきっかけに木の
実やタンポポなど食べられる野草に魅せられてい
く。さらに川で釣った魚なども食材として弁当作
りに目覚め奮闘していく人生大逆転のストーリー
だ。
　子供が小学生の頃、一緒にタンポポの自由研究
をやった。綿毛の数を数える・綿毛から植えて綿
毛になるまで育てる・土の条件を変えて育てる・
植える時期を変えて育てる・葉や根を食べてみる
などして私は自称タンポポ博士になった。このた
め我が家の庭にはタンポポの株があちらこちらに
はびこっている。小説を読み終えて心が躍り「そ
うだ、またタンポポを食べてみよう！」と思い立っ
た。
　まずは葉をおひたしにした。しっかり茹でてゴ
マで和えてみたところ、若干苦みは残るがお漬け
物代わりにはなった。しかし夫は一口食べて「ご
ちそうさま」と箸を置いた。茹でた後に水にさら
す時間をもう少し長くするべきだった。
　お次は野草の天ぷら。タンポポの葉、ヨモギ
の葉、お茶の新芽を少量の油で揚げてみた。衣は
卵を加えずシンプルに、岩塩・ハーブ塩・カレー
塩などを少々ふりかけてみたところ、どれも美味
しかった。もっとも大葉の天ぷらと同じで味はほ
とんどないのだが芳ばしさがくせになりそうだっ
た。
　庭のお茶の木で茶摘みをして煎茶作りにも挑戦
した。YouTube を参考に電子レンジを利用して
作ってみた。蒸した茶葉を揉む作業を繰り返して
ようやく煎茶っぽくなった。少し青くさみはあっ

たがまあまあの出来あがりとなり、自家製の新茶
をいただく夕食後は何とも贅沢なひとときだっ
た。
　サクランボの木は毎年たくさんのルビー色の実
をつけてくれる。一昨年は頑張ってジャムを作っ
てみたが、種を取り除く作業が大変だったので一
度きりで終わった。例年は鳥に食べられないよう
に網をかけていたが、全部は食べきれないので昨
年からは鳥たちと分かち合うことにした。今年も
ザルいっぱい収穫したサクランボは季節限定のデ
ザートになった。きっと鳥たちも喜んでくれたこ
とだろう。
　3 年前に「タラヨウ」の苗木を購入して庭に植
えた。タラヨウの葉は「葉書」の語源にもなった
といわれていて葉の裏に先の尖ったもので字など
を書くことができる。このため「郵便局の木」に
制定されており敷地内によく植えられているそう
だ。生の葉には切手が貼りにくいのでラミネート
をしてから子供に郵送したが、あまり喜んでくれ
た様子はなかった。誰か私に出してくれないかな
あ。

野草のてんぷら
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　そういえば子供の頃、草や木の実を集めて ｢ ま
まごと ｣ や ｢ お店屋ごっこ ｣ をよくやった。オシ
ロイバナの種の中身を集めてお化粧のまねごとも
した。
　いまだに私はあの頃と同じことをしてワクワク
している。何年か前にドクダミの花を焼酎に漬け
て化粧水を作ったことがあったが、今年はドクダ

ミとヨモギのブレンド健康茶を作ってみようと思
いつき陰干しをしている。熱しやすくて冷めやす
い私のことだからどれも試作で終わってしまいそ
うだが、これからも大人のままごと遊びを楽しみ
たいと思っている。

色鮮やかなお茶の新芽 自家製の新茶で一服


